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起
こ
さ
れ
た
。
明
る
い
。

ど
う
や
ら
晴
れ
て
い
る
。
長

男
の
大
き
な
声
が
起
き
ぬ
け

の
耳
に
障
る
。
一
歳
に
な
っ

た
次
男
の
湿
っ
た
掌
が
顔
を

ま
さ
ぐ
る
。
や
め
て
く
れ
。

せ
っ
か
く
の
日
曜
の
朝
な
ん

だ
か
ら
戦
隊
物
の
テ
レ
ビ
で

も
見
て
い
て
く
れ
▼
は
っ
と

気
づ
く
。
今
日
は
長
男
の
幼

稚
園
の
運
動
会
。
妻
は
四
時

半
起
き
で
弁
当
作
り
。
私
た

ち
夫
婦
に
と
っ
て
初
め
て
の

「
我
が
子
の
運
動
会
」
。
朝

食
も
そ
こ
そ
こ
に
、
子
供
た

ち
の
身
支
度
を
整
え
て
家
を

出
る
。
会
場
は
近
く
の
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
快
晴
だ

が
少
し
肌
寒
く
秋
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
る
。
風
は
ほ
ぼ
無

い
。
運
動
会
日
和
で
あ
っ
た

▼
運
営
、
園
児
、
保
護
者
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
特
の
緊
張
感

で
迎
え
る
開
会
式
の
後
、
午

前
競
技
。
か
け
っ
こ
の
着
順

や
演
技
の
出
来
は
さ
て
お
き

長
男
は
笑
顔
で
終
え
た
。
昼

休
み
。
祖
父
母
二
組
、
従
姉

家
族
も
弁
当
を
囲
ん
で
賑
や

か
に
昼
食
。
主
役
の
長
男
は

ご
満
悦
。
午
後
の
部
。
親
子

競
技
。
パ
パ
頑
張
っ
た
▼
閉

会
式
後
、
親
族
に
お
礼
を

言
っ
て
帰
宅
。
妻
と
子
供
を

労
い
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず

家
族
四
人
で
川
の
字
に
な
っ

た
▼
さ
て
昨
今
は
準
備
運
営

す
る
学
校
と
保
護
者
の
負
担

や
、
授
業
時
間
の
確
保
等
を

考
慮
し
、
運
動
会
を
午
前
中

ま
で
と
し
た
り
、
無
く
し
て

し
ま
う
園
・
学
校
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。
そ
の
趣
旨
は

解
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
貴

重
な
家
族
の
ハ
レ
の
イ
ベ
ン

ト
、
こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
か

も
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
う
私

の
側
で
子
供
た
ち
が
寝
息
を

た
て
て
い
る
。
（
Ｈ
・
Ｙ
）

　

９
月
19
日
～
22
日
ま
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス

で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
９

Ｆ
Ｉ
Ｇ
種
目
別
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス
大

会
」
に
お
い
て
、
鹿
屋
体
育

大
学
体
操
競
技
部
の
杉
野
正

尭
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
）
が
ゆ
か
、
あ
ん
馬

の
２
種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
国
際
大

会
を
終
え
て
、
杉
野
さ
ん

は
「
ゆ
か
と
あ
ん
馬
と
鉄

棒
で
優
勝
す
る
こ

と
を
目
標
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
乗
り
込

ん
で
、
ど
ん
な
体

や
心
の
状
況
の
中

で
も
必
ず
勝
ち
取

る
と
い
う
経
験
が

で
き
ま
し
た
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
も

力
に
変
え
、
自
分

の
中
で
闘
志
を
燃

や
し
、
力
い
っ
ぱ
い
演
技
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
突
っ

走
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
０
年
７
月
24
日
に

開
幕
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
出
場
が
期
待
さ
れ
る

杉
野
さ
ん
。
五
輪
切
符
獲
得

に
向
け
て
、
今
後
の
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

第
74
回
国
民
体
育
大
会

い
き
い
き
茨
城

ゆ
め
国
体
開
催

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
・
ギ
マ
ラ
ン
イ
ス
大
会

金
メ
ダ
ル
２
つ
獲
得
！

体
操
競
技
部 

杉
野
正
尭
さ
ん

　

９
月
28
日
～
10
月
８
日
ま

で
第
74
回
国
民
体
育
大
会

が
、
水
戸
の
ご
老
公
や
Ｊ

リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
も

知
ら
れ
る
茨
城
県
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
一
部
会
期
前

実
施
競
技
も
あ
り
）
。
茨

城
で
の
開
催
は
、
昭
和
49

（
１
９
７
４
）
年
以
来
45
年

ぶ
り
で
し
た
。

　

今
回
の
大
会
の
愛
称
は

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
」
。
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
、
国
体
に
参
加

す
る
す
べ
て
の
人
々
が
、
活

気
に
満
ち
た
、
い
き
い
き
と

活
動
で
き
る
夢
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
創
り
あ
げ

て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
を

込
め
、
「
翔
べ　

羽
ば
た
く

　

そ
し
て
未
来
へ
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
正
式
競

技
37
競
技
の
ほ
か
、
公
開
競

技
な
ど
45
競
技
で
各
都
道
府

県
勢
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
鹿
屋
体
育
大

学
か
ら
も
多
く
の
学
生
と
教

員
が
鹿
児
島
県
や
出
身
県
等

か
ら
選
出
さ
れ
、
活
躍
し
ま

し
た
。
主
な
成
績
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　

出
身
地
の
福
井
県
か
ら
自

転
車
競
技
（
男
子
チ
ー
ム
ス

プ
リ
ン
ト
）
の
選
手
と
し
て

出
場
し
た
岸
田
剛
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
3
年
）
、

熊
本
県
か
ら
な
ぎ
な
た
成
年

女
子
試
合
競
技
の
選
手
と
し

て
出
場
し
た
春
山
り
ん
か
さ

ん
（
武
道
課
程
２
年
）
は
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
大
学
の
単
独
チ
ー
ム
と
し

て
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

は
、
優
勝
し
た
茨
城
チ
ー
ム

に
敗
れ
ま
し
た
が
３
位
入

賞
、
鹿
屋
体
育
大
学
を
主
軸

と
し
た
チ
ー
ム
の
成
年
女
子

で
出
場
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
Ｖ
リ
ー
グ
の
選
手
ら
を

相
手
に
健
闘
し
、
5
位
入
賞

で
し
た
。

　

来
年
の
国
体
は
い
よ
い
よ

鹿
児
島
県
で
の
48
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
直
前
に

開
催
さ
れ
る
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
を
受

け
継
ぎ
、
同
大
学
か
ら
も
多

く
の
選
手
が
出
場
し
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

競技名 種目 順位 氏名 学年 出場県

陸上競技
成年女子・円盤投げ 5位 田川　浩子 修士 1年 長崎県
成年女子・1500 ｍ 7 位 日隈　彩美 4年 大分県
成年男子・800 ｍ 3 位 高木　駿一 4年 長崎県

バレーボール 成年女子 5位

濱田　幸二 監督

鹿児島県

白澤　明香里 4年
興梠　里欧 4年
田部　咲来 3年
金本　彩花 3年
有村　涼美 2年
吉田　萌子 2年
諸石　真衣 2年
東　美奈 2年
横山　真奈 1年
池松　未優 1年
大工園　彩夏 1年

サッカー 成年男子 3位

村川　大輔 博士 2年 ※�村川大輔は
監督兼選手

鹿児島県

平田　皓太郎 4年
綿引　康 4年
奥田　雄大 4年
仙波　柊人 4年
田中　大和 4年
西村　光明 4年
濱口　功聖 3年
藤本　一輝 3年
安田　惟太郎 3年
坂口　祥尉 2年
根本　凌 2年
小屋原　尚希 2年
宮嵜　海斗 1年
久保　勇晴 1年
山口　卓己 1年

体操競技 団体成年
7位

西之原　佑奎 4年

鹿児島県
上田　直樹 3年
原口　幸大 3年
藤巻　竣平 2年
高岡　耕平 2年

5位 堀内　柊澄 4年 岡山県
2位 杉野　正尭 3年 福井県

競技名 種目 順位 氏名 学年 出場県

剣道 成年女子
ベスト８ 村田　桃子 3年 鹿児島県
2位 妹尾　舞香 1年 福岡県

自転車競技

男子チームスプリント
優勝 岸田　剛 3年 福井県
2位 山根　慶太 2年 鳥取県
4位 田仲　駿太 2年 大分県

成年男子ケイリン 3位 徳田　匠 4年 京都府
成年男子スプリント 6位 真鍋　智寛 3年 愛媛県
成年男子 1kmタイムトライアル 7 位 岸田　剛 3年 福井県
女子スクラッチ 2位 橋本　優弥 4年 岐阜県

なぎなた

成年女子演技競技
３位 北　希織　 4年 東京都
４位 三浦　里帆 4年 愛知県

成年女子試合競技
７位 田口　真耶 3 年 鹿児島県
優勝 春山　りんか 2年 熊本県
６位 神山　愛姫 1年 愛媛県

ウインドサーフィン 成年女子 5位 渡邊　純菜 3年 山口県
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９
月
24
日
～
25
日
の
２
日

間
、
国
立
台
湾
体
育
運
動
大

学
の
張　

振
崗
副
学
長
と
王

伯
宇
副
教
授
が
、
鹿
屋
体
育

大
学
と
の
国
際
交
流
協
定
締

結
に
向
け
た
協
議
や
両
大
学

に
お
い
て
共
同
研
究
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
来

鹿
、
9
月
24
日
に
松
下
雅
雄

学
長
ら
役
員
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。

　

表
敬
訪
問
で
は
、
初
め
に

同
大
学
の
松
下
学
長
が
「
日

本
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
心

か
ら
の
歓
迎
を
い
た
し
ま

す
。
２
年
前
と
今
年
の
３
月

に
森
司
朗
理
事
と
徳
田
修
司

特
任
教
授
が
貴
大
学
に
お
邪

魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
お
二
人
に
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
や
体
操
練
習

室
、
屋
内
実
験
プ
ー
ル
と

い
っ
た
本
学
の
施
設
を
実
際

に
見
て
い
た
だ
き
、
国
際
交

写真前列左から王 伯宇副教授、張 振崗副学長（国立台湾体育運動大学）、
松下学長、森理事、後列左から石田理事、荻田学長補佐、

徳田特任教授（鹿屋体育大学）

国
立
台
湾
体
育
運
動
大
学
の
副
学
長
と
副
教
授
が

大
学
間
交
流
協
定
締
結
を
視
野
に
鹿
屋
体
育
大
学
を
訪
問

み
ん
な
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
２
０
１
９
、

貯
筋
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
９

流
協
定
締
結
に
向
け
た
取
り

組
み
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
国

立
台
湾
体
育
運
動
大
学
の
張

副
学
長
か
ら
は
「
本
学
の
学

長
も
貴
大
学
と
の
交
流
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
同
じ
国

立
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と

の
ほ
か
に
も
共
通
点
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
連
携
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
、
協
定
締

結
に
向
け
て
前
向
き
な
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
9
月
25
日
に
は
今

後
の
協
定
締
結
や
大
学
院
に

お
け
る
連
携
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
い
、
両
大
学
の
研
究

者
に
よ
る
共
同
研
究
の
実
施

や
学
生
の
短
期
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
、
博
士
課
程
教

育
で
の
連
携
等
に
つ
い
て
提

案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
屋

体
育
大
学
で
は
現
在
９
つ
の

海
外
の
大
学
と
大
学
間
交
流

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回

の
訪
問
を
受
け
て
新
た
な
協

　

２
０
１
９
ア
ジ
ア
大
学

サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
台
湾
）
に
Ｕ

－

19
全
日
本

大
学
選
抜
と
し
て
鹿
屋
体
育

大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
山
口
卓

己
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
１
年
）
と
同
じ
く
宮
嵜
海

斗
さ
ん
（
同
１
年
）
が
出
場

し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
口
さ
ん
は
最
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
る
活
躍
を
み

せ
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大

会
に
は
12
チ
ー
ム
（
11
国
・

地
域
）
が
出
場
し
、
６
日
間

で
４
試
合
を
こ
な
す
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
山
口
さ
ん
は
４
試
合
に

出
場
し
２
ゴ
ー
ル
を
決
め
、

宮
嵜
さ
ん
は
２
試
合
に
出

場
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
優
勝
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

後
日
行
わ
れ
た
学
長
報
告

で
山
口
さ
ん
は
「
最
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
。

決
勝
で
点
を
取
れ
た
こ
と
、

ま
た
全
体
を
通
し
て
自
分
の

持
ち
味
で
あ
る
チ
ー
ム
を
動

か
せ
る
プ
レ
ー
が
で
き
た
こ

と
が
良
か
っ
た
」
と
述
べ
、

宮
嵜
さ
ん
は
「
練
習
で
は
選

抜
の
他
の
選
手
の
す
ご
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
て
つ
い
て

い
け
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、

自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
精
一

杯
や
っ
た
。
積

極
的
に
動
け
た

こ
と
が
良
か
っ

た
と
思
う
」
と

感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
選
抜
選

手
と
し
て
の
自

分
の
役
割
を
一

人
一
人
が
果
た

す
こ
と
が
優
勝

に
繋
が
っ
た
よ

う
で
す
。
報
告

を
受
け
た
松
下

雅
雄
学
長
か
ら

「
優
勝
お
め
で

と
う
。
１
年
生

の
お
二
人
の
こ

の
活
躍
が
本
学
サ
ッ
カ
ー
部

の
ま
す
ま
す
の
飛
躍
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
選
抜
2
名

ア
ジ
ア
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
Ｕ

－

19
）で
優
勝
！

左から塩川勝行サッカー部顧問教員、
山口さん、宮嵜さん、松下学長

定
の
締
結
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
実
践
セ
ン
タ
ー
で

は
、
10
月
13
日
に
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん

な
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

２
０
１
９
」
と
、
大
学
の
財

宝
寄
附
研
究
講
座
に
よ
る
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
「
貯
筋
&
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
２
つ
の
イ
ベ

ン
ト
は
同
大
学
と
鹿
屋
市
と

の
地
域
密
着
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
や
、
陸
上
競
技
部

を
は
じ
め
と
し
た
学
生
の
協

力
の
下
で
開
催
さ
れ
た
新
し

い
地
域
連
携
事
業
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
鹿
屋
市
吾

平
町
の
「
山
陵
子
ど
も
大

鼓
」
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
舞

が
披
露
さ
れ
た
後
、
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
先
日
の

茨
城
国
体
８
０
０
m
で
３
位

に
入
賞
し
た
同
大
学
陸
上
競

技
部
高
木
駿
一
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
４
年
）
と

全
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場
の
楢

﨑
辰
登
さ
ん
（
同
２
年
）
に

よ
る
「
１
０
０
０
m
ガ
チ
バ

ト
ル
」
が
行
わ
れ
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
と
し
て
甲
原
海
人

さ
ん
（
同
２
年
）
が
加
わ

り
、
６
０
０
m
ま
で
レ
ー
ス

を
引
っ
張
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
真
剣
勝
負
が
行
わ
れ
参
加

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
２
０
１
９
」
で
は
鹿

児
島
県
内
を
は
じ
め
、
遠

く
は
福
岡
県
か
ら
７
歳
か

ら
59
歳
ま
で
52
名
が
参
加

し
、
１
０
０
０
m
（
小
学

生
の
み
）、
３
０
０
０
m
、

５
０
０
０
m
の
レ
ー
ス
に
臨

み
ま
し
た
。
各
レ
ー
ス
で
は

通
常
の
競
技
会
と
は
違
い
、

ト
ラ
ッ
ク
の
す
ぐ
近
く
で
参

加
者
の
家
族
が
応
援
の
ボ
ー

ド
を
叩
い
て
声
援
を
送
る
と

い
っ
た
ほ
ほ
笑
ま
し
い
光
景

も
見
ら
れ
る
中
、
陸
上
競
技

部
の
学
生
が
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
を
務
め
た
お
か
げ
も
あ

り
、
多
く
の
参
加
者
が
目
標

タ
イ
ム
よ
り
も
速
い
記
録
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
「
貯
筋
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

２
０
１
９
」
で
は
、
４
歳
～

86
歳
ま
で
幅
広
い
年
代
の

88
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
加
え

て
、
加
齢
に
伴
い
低
下
す
る

脚
筋
力
の
改
善
に
有
効
な

「
貯
筋
運
動
」
を
セ
ッ
ト
で

実
施
し
、
約
３
㎞
の
構
内

コ
ー
ス
上
に
設
置
し
た
健
康

や
同
大
学
に
関
す
る
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。
楽
し
み
な
が
ら
健
康
や

大
学
に
関
す
る
知
識
を
深
め

て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
「
大

学
で
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
い
て
も
ら
え
る
と
身
近
に

感
じ
る
」
や
「
構
内
に
入
る

の
は
初
め
て
。
学
生
と
一
緒

に
歩
け
て
良
か
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
健

康
へ
の
意
識
が
高
ま
る
と
と

も
に
大
学
と
地
域
住
民
の

方
々
の
距
離
が
縮
ま
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

■みんなのタイムトライアル2019の写真

■貯筋&ウォーキング2019の写真
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SOUTEN No.344
令和元年 11 月⑶

　私たち女子バレーボール部は、濱田幸二先生、
坂中美郷先生、伊集院俊博外部トレーナー、沼
田薫樹戦術コーチ（D1）のご指導のもと日々練習
に取り組んでいます。部員は 4年生 5人、3年
生4人、2年生7人、1年生8人の総勢24名です。
　「日本一」を目標に、テーマとして「挑戦」を
掲げています。「挑戦」には、何事にも立ち向かっ
ていく姿勢を忘れず取り組むことで、技術面だ
けではなく人間力の向上にも努めるという意味
が込められています。
　主な試合は九州春秋リーグ、西日本 IC、全日
本 ICそして、天皇・皇后杯全日本選手権、国体
です。
　活動としては、年間約10回小・中学生対象
に公開講座やバレーボール教室を行い、地域と
の交流を深めたり、カナダのアルバータ大学と

はお互い大学を交代で訪れて、海外での生活
を肌で感じ語学力を高め国際交流も深めていま
す。
　毎日の練習は、心技体をモットーに、まずウ
エイトトレーニングから行います。ボール練習
を行う前にウエイトトレーニングを取り組むこ
とで、怪我に負けない強い身体を目指します。
その後にボールを使った技術練習として、基礎
メニューやポジションごとの課題練習、そして、
試合を想定したチーム練習などを行っています。
　今年の10 月に行われた茨城国体では 5位と
いう結果で終わりました。まだまだ自分達の課
題があり、成長しなければなりません。11月末
にある全日本インカレに向けて部員とスタッフ
が一致団結し、日々努力していきたいと思いま
す。応援よろしくお願いします。女子バレー

ボール部

課外活動団体紹介

中
華
台
北
陸
上
競
技
代
表
チ
ー
ム
が

鹿
屋
体
育
大
学
陸
上
競
技
部
と
合
同
練
習

　

今
年
4
月
に
鹿
児
島
県
大

崎
町
に
開
所
し
た
「
ジ
ャ
パ

ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
」
を
拠
点

に
、
9
月
2
日
か
ら
合
宿
を

行
っ
て
い
た
中
華
台
北
陸
上

競
技
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
ら

が
9
月
10
日
に
鹿
屋
体
育
大

学
を
訪
れ
、
同
大
学
陸
上
競

技
部
と
合
同
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
来
日
は
鹿
児
島
県

と
大
崎
町
が
、
今
年
６
月

に
台
湾
陸
上
協
会
と
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
の
事
前
合
宿
の
協
定

を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
実

現
、
合
同
練
習
は
近
隣
施
設

と
し
て
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
活
躍
し
て
い
る
同
大
学
に

お
い
て
、
台
湾
陸
上
チ
ー
ム

と
大
学
陸
上
競
技
部
双
方
の

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
講
座
　

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
３
日
間
開
催
！

松下雅雄学長(左)と
王台湾陸上協会秘書長

教室の様子

心肺蘇生法の実技
測定後に陸上競技部の学生と一緒に

(中央：藤光選手)

陸
上
世
界
選
手
権
４
×
１
０
０
ｍ

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
藤
光
選
手
が
測
定
実
施

さ
ら
な
る
競
技
力
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
時
折
大
粒
の
雨
が

降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し

た
が
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
等
を

話
し
合
い
な
が
ら
反
復
練
習

が
な
さ
れ
、
全
員
が
真
剣
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

　

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
で
、
２
０ 

１
７
年
世
界
選
手
権
４
×

１
０
０
ｍ
の
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

の
藤
光
謙
司
選
手
（
ゼ
ン
リ

ン
）
が
鹿
屋
体
育
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｐ
研

究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
動

作
分
析
測
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

藤
光
選
手
が
Ｓ
Ｐ
研
究
セ

ン
タ
ー
で
測
定
す
る
の
は

２
０
１
９
年
９
月
に
続
き
２

回
目
。
同
大
学
非
常
勤
研
究

員
で
あ
る
松
尾
彰
文
教
授
の

サ
ポ
ー
ト
を
得
て
、
Ｓ
Ｐ

研
究
セ
ン
タ
ー
の
50
ｍ
の

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
活
用

し
た
測
定
を
行
い
ま
す
。
33

歳
と
い
う
年
齢
を
迎
え
「
若

い
時
か
ら
の
変
化
に
対
応

し
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と

の
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

　

鹿
屋
体
育
大
学
と
か
ご
し

ま
県
民
大
学
と
の
連
携
講
座

と
し
て
、
10
月
11
、
18
、
25

日
の
3
日
間
、
「
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
講
座　

歩
く

脳
ト
レ
運
動
～
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
」
が
、
か
ご
し
ま
県

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学

や
健
康
体
力
学
、
加
齢
体
力

学
を
専
門
と
す
る
国
立
大
学

法
人
等
の
教
員
数
名
が
協
力

し
て
実
践
的
研
究
の
中
か
ら

経
験
的
に
開
発
し
た
科
学
的

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
こ
と
。
45
歳
か

ら
89
歳
ま
で
定
員
30
名
の
参

加
者
は
鹿
屋
体
育
大
学
の
中

垣
内
真
樹
教
授
の
指
導
の

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
９

月
24
日
に
教
職
員
を
対
象
と

し
た
「
普
通
救
命
講
習
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
は
、
大
隅
肝
属

地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署

か
ら
講
師
を
招
き
、
救
命
に

必
要
な
応
急
手
当
の
方
法
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
も
22
名

の
教
職
員
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
習
は
普
通
救
命
講
習
３

時
間
コ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
応
急
手
当
の
目
的
と

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ

Ｄ
視
聴
を
行
っ
た
後
、
人
形

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
及
び

ス
を
す
る
た
め
、
走
り
全
体

を
見
直
し
た
い
」
と
、
50
ｍ

フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
走
る

ご
と
に
、
わ
ず
か
な
改
善
点

を
見
つ
け
次
の
走
り
で
修
正

し
て
み
せ
た
藤
光
選
手
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

世
界
の
対
応
力
が
見
ら

れ
た
測
定
で
し
た
。

　

藤
光
選
手
は
測
定
後

「
遠
い
鹿
屋
の
地
で
も

『
来
る
こ
と
』
に
何
か

し
ら
の
意
味
が
あ
る
と

考
え
る
タ
イ
プ
。
い
ろ

ん
な
経
験
を
積
み
、
今

の
自
分
は
何
を
す
べ
き

か
少
し
客
観
視
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
だ

ま
だ
高
み
を
目
指
し
た

い
」
と
何
事
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
な
が

ら
、
努
力
し
続
け
る

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
で
の
測
定
・
分
析

が
藤
光
選
手
の
夢
の
実
現
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、

今
後
の
ご
活
躍
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
を
開
催

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
使
用
法
に
つ
い
て

実
習
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
参
加
者
も
、
講
師
の

丁
寧
な
指
導
や
緊
迫
し
た
実

際
の
様
子
等
を
聞
き

な
が
ら
行
う
こ
と
に

よ
り
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
動
作
も
上

達
し
ま
し
た
。
ま
た

講
師
へ
の
質
問
も
積

極
的
に
行
う
な
ど
、

体
育
大
学
の
教
職
員

と
し
て
の
救
命
処
置

へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
人
形
を
使
用
し
て

の
講
師
の
実
演
が
あ
っ
た
の

で
、
よ
り
救
命
方
法
に
つ
い

て
理
解
で
き
た
」
、
「
実
技

指
導
や
質
問
に
丁
寧
に
対
応

さ
れ
、
い
ざ
と
い
う
時
は
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

手
助
け
を
し
た
い
」
等
と
感

想
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
有
意

義
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

た
。
こ
れ
を
機
に
、
同
大
学

と
台
湾
陸
上
協
会
の
交
流
が

今
後
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

下
、
介
護
予
防
の
新
し
い
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

中
垣
内
先
生
に
よ
れ
ば
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
続
け
る

と
体
力
の
向
上
、
転
倒
の
リ

ス
ク
の
低
減
、
介
護
予
防
に

つ
な
が
り
、
認
知
機
能
の
若

返
り
も
期
待
で
き
る
そ
う
で

す
。
鹿
児
島
市
西
坂
元
か
ら

参
加
し
た
井
手
敏
子
さ
ん
は

「
体
を
動
か
し
な
が
ら
脳
も

使
う
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今

後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
会
場
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
、
い
い
汗
を
か
き

な
が
ら
笑
い
声
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
協
力
校
等
連
絡
会
議
を
開
催

1日・�第69回九州地区大学体育大会(剣道)
　　（福岡/粕屋町総合体育館）
9日・�第71回全日本大学バスケットボール選手権大会
　　（�～15　東京/駒沢オリンピック公園総合運動

場体育館）
11日・�2019年度第68回全日本大学サッカー選手権大会
　　（～22　未定）
14日・�第14回全日本学生剣道オープン大会
　　（～15　宮城/カメイアリーナ）
15日・�第25回冬季短水路公認記録会
　　（福岡/福岡市立総合西市民プール）

闘いのスケジュール 12月

学内行事
（令和元年 12 月）

26日	・冬期休業期間（～１月７日)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交

流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

9
月
15
日
、
鹿
屋
市
串
良

平
和
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
鹿

屋
体
育
大
学
主
催
の
第
15
回

「
鹿
屋
杯
」
全
国
高
等
学
校

選
抜
剣
道
錬
成
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

同
大
学
創
設
の
趣
旨
の
一
つ

で
あ
る
「
武
道
の
振
興
」
を

目
的
と
し
た
社
会
貢
献
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
大
会
運
営
全
般
を
剣
道

部
員
（
武
道
課
程
剣
道
専
攻

学
生
）
が
担
い
、
部
独
自
の

高
大
連
携
及
び
広
報
事
業

と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
大
会
前
日
に
は
参
加
者

が
大
学
武
道
館
で
大
学
生
と

と
も
に
稽
古
で
汗
を
流
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

試
合
は
全
国
の
高
校

か
ら
男
子
52
チ
ー
ム
の
約

４
９
０
名
、
女
子
41
チ
ー
ム

約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
男

子
・
女
子
の
団
体
戦
（
5
人

第
15
回「
鹿
屋
杯
」 

全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
を
開
催

制
）
が
行
わ
れ
、
「
礼
」
を

重
ん
じ
る
剣
道
の
精
神
を
基

に
、
選
手
た
ち
の
気
迫
溢
れ

る
試
合
が
、
予
選
リ
ー
グ
及

び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
も

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
結

果
、
男
子
は
育

英
高
等
学
校
、

女
子
は
昨
年
に

引
き
続
き
三
養

基
高
等
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
、
「
鹿
屋

杯
」
と
「
文
部

科
学
大
臣
賞
」

が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

男
子

▼�

優　

勝
：
育
英
高
等
学
校

（
兵
庫
県
）

▼�

準
優
勝
：
大
濠
高
等
学
校

（
福
岡
県
）

男子優勝　育英高等学校

女子優勝　三養基高等学校

女
子

▼�

優　

勝
：
三
養
基
高
等
学

校
（
佐
賀
県
）

▼�

準
優
勝
：
筑
紫
台
高
等
学

校
（
福
岡
県
）

　

９
月
24
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
で
は
、
令
和
元
年
度
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
校

等
連
絡
会
議

を
開
催
し
ま

し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
、
鹿
児

島
県
教
育
委

員
会
の
推
薦
に

よ
り
委
嘱
さ
れ

た
研
究
協
力
校

と
連
携
・
協
力

し
、
発
育
発
達

段
階
に
応
じ
た

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

開
発
研
究
の
た

め
の
調
査
研
究

を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
会
議

は
、
各
協
力
校

の
校
長
や
担
当

者
が
一
堂
に
会
し
、
研
究
成

果
・
活
動
報
告
や
体
育
指
導

の
現
場
で
役
立
つ
最
新
の
知

見
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を

行
う
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

冒
頭
、
松
下
雅
雄
学
長
の

挨
拶
に
引
き
続
き
、
鹿
児
島

県
教
育
庁
及
び
協
力
校
等
関

係
の
出
席
者
の
挨
拶
の
後
、

山
本
正
嘉
セ
ン
タ
ー
長
の
会

議
進
行
に
よ
り
、
一
般
児
童

生
徒
の
体
力
・
運
動
能
力
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
と
し
て
、
鹿
屋
市
立
花
岡

小
学
校
、
鹿
屋
市
立
吾
平
中

学
校
、
姶
良
市
立
重
富
中
学

校
か
ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
ド
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
※
）の
取

り
組
み
と
し
て
、
鹿
児
島
県

立
南
大
隅
高
等
学
校
、
鹿
児

島
県
立
鹿
児
島
南
高
等
学
校

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
成
果
及
び
今

年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
第
９
期
研
究
協

力
校
の
初
年
度
に
あ
た
り
、

今
後
の
活
動
予
定
と
各
担
当

者
の
今
後
の
連
携
に
関
す
る

確
認
も
含
め
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※�

ア
ス
リ
ー
ト
ド
ッ
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
：
同
大
学
の
学

生
を
含
む
子
供
か
ら
シ
ニ

ア
選
手
ま
で
の
幅
広
い
年

代
の
多
様
な
競
技
種
目

の
ア
ス
リ
ー
ト
を
対
象
と

し
て
、
競
技
力
向
上
の
た

め
体
力
・
技
術
の
評
価
と

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会議の様子　

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱
様（
三
万
円
）

事
務
局
か
ら

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元
年

四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）

は
一
口
企
業
三
万
円
、個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会
費

（
寄
付
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ
い
て

所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金
で

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関
へ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
鹿
児
島
銀
行　

鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・
鹿
児
島
興
業
信
用
組
合　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技】
◆天皇賜盃第88回日本学生陸上競技対校選手権大会
（9/12～15　岐阜/岐阜メモリアルセンター長良川競技場）
▽男子
	 800ｍ	 5位	 高木　駿一
	 1500m	 2位	 小林　青
	 砲丸投	 4位	 金城　海斗
▽女子
	 1500m	 5位	 日隈　彩美
	 走幅跳	 7位	 山本　渚
◆第47回九州学生陸上競技選手権大会
（9/20～22　福岡/北九州市立本城陸上競技場）
▽男子
	 走幅跳	 3位	 小畠　康成
	 やり投	 1位	 谷口　健太
	 十種競技	 3位	 倉見　滉
▽女子
	 棒高跳	 1位	 太田　萌々華
【テニス】
◆令和元年度全日本大学対抗テニス王座決定試合　九州地区予選
（9/9～12　福岡/グローバルアリーナ）
▽男子
	 団体	 1位	 鹿屋体育大学
▽女子
	 団体	 1位	 鹿屋体育大学
【サッカー】
◆アジア大学サッカートーナメント
（9/18～26　台湾/台南市）
▽男子
	 U-19全日本大学選抜	 1位	 宮嵜、山口※
【体操競技】
◆2019FIG種目別チャレンジカップ・ギマランイス大会
（9/19～22　ポルトガル/ギマランイス）
▽男子
	 ゆか	 1位	 杉野　正尭
	 あん馬	 1位	 杉野　正尭
	 鉄棒	 8位	 杉野　正尭
【水泳】
◆第95回日本学生選手権水泳競技大会
（9/6～8　東京/東京辰巳国際水泳場）
▽女子
	 200ｍ　背泳ぎ	 6位	 山口　藍李
【柔道】
◆第63回九州学生柔道体重別選手権大会
（8/31～9/1　福岡/福岡武道館）
▽男子
	 60㎏級	 1位	 森田　将矢
		  2位	 福田　大悟
	 66㎏級	 1位	 清家　裕馬

		  2位	 鎌田　樹
		  3位	 星田　和希
	 73㎏級	 1位	 小林　礼弥
	 81㎏級	 1位	 竹下　将樹
		  3位	 山口　良太
	 90㎏級	 1位	 吉野　弘人
	 100㎏級	 1位	 吉野　敦哉
		  2位	 境　辰五郎
		  3位	 萩原　麻陽
	 100㎏超級	 1位	 永田　賢斗
		  2位	 黒河内　健介
		  3位	 工藤　祐輝
◆第33回九州学生女子柔道体重別選手権大会
（8/31～9/1　福岡/福岡武道館）
▽女子
	 48㎏級	 1位	 松西　夢紀
		  3位	 小泉　涼花
	 52㎏級	 1位	 阪部　リリ子
		  3位	 小川　真未
	 57㎏級	 1位	 濵野　未来
		  2位	 盛　安寿紗
		  3位	 古野　彩佳
	 63㎏級	 1位	 塔本　葵葉
	 70㎏級	 2位	 伊藤　友希
◆�JOCジュニアオリンピックカップ　2019年度

全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
（9/14～15　埼玉/埼玉県立武道館）
▽男子
	 60㎏級	 3位	 福田　大悟
	 90㎏級	 3位	 吉野　弘人
◆2019年度全日本学生柔道体重別選手権大会
（9/28～29　秋田/秋田県立武道館）
▽男子
	 60㎏級	 5位	 福田　大悟
▽女子
	 70㎏級	 3位	 伊藤　友希
【剣道】
◆第66回全九州学生剣道大会
（9/7　福岡/粕屋町総合体育館）
▽男子
	 団体	 1位	 鹿屋体育大学
◆第42回全九州女子学生剣道大会
（9/7　福岡/粕屋町総合体育館）
▽女子
	 団体	 1位	 鹿屋体育大学
【ヨット】
◆2019年度全日本学生シングルハンドレガッタ
（9/6～8　愛知/豊田自動織機海陽ヨットハーバー沖）
▽混合
	 レーザーラジアル級	 2位	 石原　大地
【漕艇】
◆第46回全日本大学選手権大会
（9/5～8　埼玉/戸田ボートコース）

▽女子
	 シングルスカル	 8位	 四方　美咲
	 ダブルスカル	 7位	 谷口、西山
【自転車競技】
◆�文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権

自転車競技大会（ロード）
（9/1　長野/大町市美麻地区公道周回コース）
▽男子
	 ロード総合	 5位	 鹿屋体育大学
	 個人ロードレース	 8位	 重満　丈
▽女子
	 ロード総合	 5位	 鹿屋体育大学
	 個人ロードレース	 5位	 橋本　優弥
◆第54回全国都道府県対抗自転車競技大会
	 【トラック競技】
	 　鹿児島/鹿児島県根占自転車競技場
	 【ロード競技】
	 　鹿児島/大隅広域特設ロード・レース・コース
｛ 9/6～8（鹿屋市・肝付町・錦江町・南大隅町）｝
▽男子
	 成年　ケイリン	 1位	 徳田　匠（京都）
		  2位	 山根　慶太（鳥取）
		  8位	 長松　空吾（大分）
	 4㎞チーム・パーシュート
		  2位	 岸田、竹澤※（福井）
		  4位	 徳田 ※（京都）
		  7位	 西原 ※（奈良）
	 成年　1㎞タイム・トライアル
		  4位	 岸田　剛（福井）
		  7位	 田仲　駿太（大分）
	 チーム・スプリント
		  1位	 山根 ※（鳥取）
		  7位	 真鍋 ※（愛媛）
	 スプリント	 3位	 真鍋　智寛（愛媛）
		  8位	 長松　大祐（大分）
▽女子
	 チーム・スプリント	 2位	 橋本 ※（岐阜）
	 ポイントレース	 3位	 橋本　優弥（岐阜）
		  4位	 成海　綾香（鹿児島）
	 個人ロード・レース	 3位	 橋本　優弥（岐阜）
		  7位	 成海　綾香（鹿児島）
◆第88回全日本自転車競技選手権大会トラック・レース
（9/14～16　静岡/JKA250）
▽男子
	 エリート1㎞タイムトライアル
		  6位	 岸田　剛
		  8位	 山根　慶太
	 エリートチームスプリント
		  3位	 岸田、真鍋、黒瀬、山根
	 エリートチームパシュート
		  4位	 河藤、長松（空）、古谷田、髙良
【カヌー】
◆2019年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会
（9/2～6　東京/海の森水上競技場）

▽男子
	 C-1　200ｍ	 8位	 下屋敷　泰成
	 C-1　500ｍ	 6位	 下屋敷　泰成
	 C-2　200ｍ	 2位	 佐藤 ※
		  3位	 柚野 ※
		  4位	 髙比良、田中
		  6位	 横山、岡村
	 C-2　500ｍ	 2位	 下屋敷、柚野
		  3位	 岩男、𠮷田
		  6位	 石川、岡村
	 C-2　1000ｍ	 4位	 佐藤、柚野
	 C-4　500ｍ	 1位	 柚野 ※
	 K-1　200ｍ	 6位	 橋沼　新
	 K-2　200ｍ	 1位	 田原、橋沼
	 K-2　500ｍ	 2位	 田原、安藤
	 K-2　1000ｍ	 6位	 田原、下川
	 K-4　500ｍ	 1位	 田原、森黒、安藤、下川
▽女子
	 WK-1　200ｍ	 5位	 森　愛奈
	 WK-2　200ｍ	 1位	 森 ※
		  5位	 林田、溝口
	 WK-2　500ｍ	 1位	 森、林田
			   ※は他団体選手との出場を示す

９月


